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７
月
２
日
付
け
で
、
岡
田
憲
和
局
長
が

退
任
し
、
新
局
長
と
し
て
須
藤
徳
之
氏
が

就
任
し
ま
し
た
。

岡
田
局
長
は
、
大
臣
官
房
検
査
部
長
か

ら
平
成
24
年
１
月
に
当
局
長
に
就
任
し
、

在
任
期
間
は
１
年
６
ヶ
月
間
で
し
た
。

７
月
４
日
（
木
）
に
須
藤
局
長
か
ら
訓

辞
が
あ
り
、
「
７
月
２
日
付
け
で
関
東
森

林
管
理
局
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
須
藤

徳
之
で
す
。

皆
さ
ん
の
中
に
は
私
の
顔
を
覚
え
て
い

る
方
も
い
ら
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
４

年
ほ
ど
前
に
な
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
で

「
人
事
評
価
の
実
施
方
法
」
に
つ
い
て
説

明
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

当
時
は
、
林
野
庁
管
理
課
長
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に

戻
っ
て
き
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

当
時
す
で
に
特
別
会
計
を
一
般
会
計
に

移
行
す
る
た
め
の
検
討
が
な
さ
れ
て
お
り
、

実
際
に
今
年
の
４
月
よ
り
一
般
会
計
に
移

さ
れ
る
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
特
別
会
計
か
ら
一
般
会
計
に

変
わ
る
今
年
の
４
月
に
、
こ
れ
か
ら
何
を

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か

お
聞
き
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
一
人
ひ
と
り
が
こ
れ
を
自

分
の
も
の
と
し
て
こ
な
し
て
い
く
と
い
う

段
階
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
国
有
林
だ
け
で
な
く
民
有

林
と
の
一
体
的
な
林
政
の
推
進
の
た
め
、

国
の
職
員
と
し
て
積
極
的
に
指
導
を
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

一
般
会
計
に
移
行
し
た
直
後
に
、
私
が

国
有
林
野
事
業
に
戻
っ
て
来
た
と
い
う
こ

と
は
、
国
有
林
と
の
縁
を
非
常
に
強
く
感

じ
ま
す
。

そ
れ
は
、
私
の
先
祖
の
関
係
で
若
干
な

り
と
も
山
を
持
っ
て
い
ま
し
て
、
そ
の
お

か
げ
で
私
は
、
民
有
林
所
有
者
で
あ
り
、

森
林
組
合
の
組
合
員
で
あ
る
か
ら
で
す
。

国
有
林
だ
け
で
見
る
と
、
東
北
局
と
か

北
海
道
局
の
よ
う
な
大
き
い
森
林
・
林
野

の
面
積
を
持
っ
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
関
東
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
は

民
有
林
が
非
常
に
大
き
い
で
す
か
ら
、
民

有
林
を
含
め
て
考
え
ま
す
と
、
我
々
は
よ

り
広
い
フ
ィ
ー
ル
ド
を
対
象
と
し
て
、
そ

の
中
で
よ
り
指
導
的
な
立
場
で
、
新
し
い

国
有
林
の
姿
を
人
に
お
示
し
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に

転
換
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
民
有
林
所
有
者
の
見
方
と
国
有

林
の
見
方
は
違
う
と
い
う
こ
と
も
当
時
か

ら
痛
切
に
感
じ
て
お
り
、
当
時
の
国
有
林

野
部
に
在
籍
し
て
い
た
職
員
と
議
論
を
さ

せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
今

回
の
異
動
に
よ
り
、
一
層
皆
さ
ん
と
議
論

で
き
る
こ
と
が
ほ
ん
と
に
楽
し
み
で
あ
り

ま
す
。

ど
う
か
忌
憚
の
な
い
意
見
を
自
由
に
戦

わ
せ
て
、
そ
れ
で
皆
さ
ん
の
力
量
を
こ
の

関
東
の
管
轄
の
中
で
十
二
分
に
発
揮
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
強
く
期
待
し
て
、
私

の
最
初
の
説
示
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
の
着
任

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

平成２５年７月２５日 関 東 森 林 管 理 局 第１１２号（２）

新
局
長
に

須
藤

徳
之

氏

（
７
月
２
日
付
け
）

須藤 徳之
関東森林管理局長

関
東
森
林
管
理
局
長須

藤

徳
之

す
ど
う

と
く
ゆ
き

〈
略

歴
〉

出

身

東
京
都
（
群
馬
県
）

昭
和
57
・
４

農
林
水
産
省
入
省

平
成
３
・
４

食
品
流
通
局
企
業
振
興
課
課

長
補
佐

（
総
括
及
び
総
務
班
担
当
）

平
成
４
・
９

食
品
流
通
局
企
画
課
企
画
官

平
成
５
・
５

ジ
ェ
ト
ロ
・
パ
リ
・
セ
ン
タ
ー

（
農
林
水
産
部
）

平
成
８
・
７

大
臣
官
房
秘
書
課
付

平
成
８
・
11

農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局
総

務
課
課
長
補
佐
（
総
括
）

平
成
９
・
４

経
済
局
国
際
部
国
際
協
力
計
画

課
国
際
農
業
機
関
調
整
官

平
成
10
・
７

運
輸
省
海
上
交
通
局
外
航
課

国
際
機
関
条
約
対
策
室
長

平
成
12
・
８

水
産
庁
漁
政
部
国
際
課
漁
業
交

渉
官

平
成
15
・
７

水
産
庁
漁
政
部
企
画
課
長

平
成
17
・
１

大
臣
官
房
参
事
官

平
成
17
・
４

内
閣
官
房
内
閣
参
事
官

（
内
閣
官
房
副
長
官
補
付
）

平
成
19
・
７

林
野
庁
国
有
林
野
部
管
理
課
長

平
成
21
・
７

日
本
貿
易
振
興
機
構
理
事

平
成
24
・
９

水
産
庁
資
源
管
理
部
長

平
成
25
・
７

関
東
森
林
管
理
局
長

着任の挨拶をする須藤新局長



〈
協
定
締
結
の
概
要
〉

７
月
10
日
（
水
）
、
関
東
森
林
管
理
局

須
藤
徳
之
局
長
と
独
立
行
政
法
人
森
林
総

合
研
究
所
鈴
木
和
夫
理
事
長
は
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
被
害
対
策
を
相
互
に
連
携
協
力
し
先

導
的
に
推
進
す
る
た
め
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被

害
対
策
に
係
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

関
東
森
林
管
理
局
は
、
１
都
10
県
に
ま

た
が
る
約
１
１
８
万
㌶
の
国
有
林
を
管
理

し
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
本
州
脊
梁
部
に

位
置
し
、
下
流
域
の
大
都
市
の
水
源
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
然
環
境
に
優
れ
た
森
林
が
多

く
、
管
内
の
４
割
の
森
林
が
自
然
公
園
に

指
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
原
生
的
な
森
林

生
態
系
や
希
少
な
動
植
物
が
生
息
・
生
育

す
る
森
林
を
「
森
林
生
態
系
保
護
地
域
」

等
に
指
定
し
、
生
物
多
様
性
等
の
保
全
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る

森
林
被
害
は
各
地
で
拡
大
し
、
関
東
森
林

管
理
局
管
内
の
多
く
の
森
林
に
お
い
て
も
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
に
よ
る
後
継
樹
や
林

床
植
生
の
消
失
等
が
急
増
し
、
森
林
生
態

系
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

に
よ
る
森
林
へ
の
被
害
が
発
生
し
て
い
る

森
林
管
理
署
等
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
に
よ
る
シ
カ
防
護
柵
の
設
置
や

地
元
猟
友
会
等
と
連
携
し
た
頭
数
調
整
な

ど
、
地
域
の
関
係
者
と
連
携
し
た
被
害
の

防
止
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
急
激
に

拡
大
す
る
シ
カ
被
害
の
対
応
に
苦
慮
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（３）平成２５年７月２５日 関 東 森 林 管 理 局 第１１２号

森
林
整
備
部
長

木
暮

甲
吉

こ
ぐ
れ

こ
う
き
ち

〈
略

歴
〉

出

身

埼
玉
県

昭
和
61
・
４

林
野
庁
入
庁

平
成
７
・
５

在
ケ
ニ
ア
日
本
国
大
使
館
二

等
書
記

平
成
11
・
10

林
野
庁
指
導
部
造
林
保
全
課

課
長
補
佐
（
調
整
班
担
当
）

平
成
14
・
４

林
野
庁
林
政
部
林
政
課
課
長

補
佐
（
総
務
班
担
当
）

平
成
16
・
４

林
野
庁
森
林
整
備
部
計
画
課

課
長
補
佐(

全
国
森
林
計
画
班

担
当
）

平
成
17
・
10

林
野
庁
森
林
整
備
部
研
究
・

保
全
課
課
長
補
佐
（
調
整
班

担
当
）

平
成
20
・
４

屋
久
島
森
林
管
理
署
長

平
成
23
・
８

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
計
画

部
長

平
成
25
・
７

関
東
森
林
管
理
局
森
林
整
備

部
長

ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策
に
係
る
協
定
を

（
独
）
森
林
総
合
研
究
所
と
締
結

森
林
整
備
部

技
術
普
及
課

協定式を終え握手を交わす鈴木理事長と須藤局長

計
画
保
全
部
長寺

川

仁

て
ら
か
わ

ひ
ろ
し

〈
略

歴
〉

出

身

広
島
県

昭
和
61
・
４

林
野
庁
入
庁

平
成
７
・
４

新
得
営
林
署
長

平
成
９
・
４

帯
広
営
林
支
局
企
画
調
整
室

長

平
成
11
・
４

総
理
府
第
４
調
査
研
究
グ
ル

ー
プ
上
席
研
究
官

平
成
13
・
４

林
野
庁
森
林
整
備
部
整
備
課

課
長
補
佐
（
造
林
事
業
班
担

当
）

平
成
17
・
４

林
野
庁
国
有
林
野
部
業
務
課

課
長
補
佐
（
総
務
担
当
）

平
成
19
・
４

宮
崎
県
環
境
森
林
部
次
長

(

技
術
担
当
）

平
成
21
・
４

大
臣
官
房
政
策
課
調
査
官

平
成
24
・
４

林
野
庁
森
林
整
備
部
研
究
・

保
全
課
森
林
保
護
対
策
室
長

平
成
25
・
７

関
東
森
林
管
理
局
計
画
保
全

部
長

幹
部
の
紹
介（

７
月
２
日
付
け
）



一
方
、
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究

所
に
お
い
て
は
、
森
林
、
林
業
、
木
材
等

に
関
す
る
幅
広
い
研
究
や
技
術
開
発
の
一

環
と
し
て
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
防
止
に
係

る
技
術
開
発
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
研
究
成

果
を
国
有
林
の
現
場
で
具
体
的
に
応
用
し
、

よ
り
効
果
的
な
手
法
の
確
立
を
全
国
で
展

開
し
て
い
く
こ
と
が
強
く
望
ま
れ
て
い
ま

す
。今

回
締
結
し
た
協
定
で
は
、
「
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
個
体
数
管
理
」
、
「
ニ
ホ
ン
ジ
カ

被
害
か
ら
の
植
生
等
の
保
護
と
回
復
」
、

「
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
環
境
の
管
理
」
に

係
る
技
術
開
発
、
実
証
試
験
等
を
計
画
的

に
進
め
る
と
と
も
に
、
新
た
に
開
発
さ
れ

た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
の
防
止
に
向
け
た
技

術
、
情
報
等
に
つ
い
て
も
相
互
に
連
携
協

力
の
う
え
、
民
有
林
関
係
者
等
へ
積
極
的

に
普
及
啓
発
し
、
被
害
の
防
止
に
必
要
な

技
術
、
知
見
を
有
す
る
人
材
の
育
成
も
積

極
的
に
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
先
進
的
な
対
策
モ
デ
ル
と
し
て
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
が
深
刻
化

し
、
貴
重
な
生
態
系
の
保
全
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
る
静
岡
県
内
の
富
士
山
国
有
林
に
お

い
て
、
新
た
な
捕
獲
方
法
を
含
め
た
頭
数

調
整
や
植
生
の
回
復
・
保
全
方
法
等
に
係

る
技
術
の
開
発
・
実
用
化
に
関
し
、
相
互

に
連
携
協
力
し
て
取
り
組
み
、
そ
の
成
果

を
民
有
林
へ
普
及
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。協

定
の
調
印
式
で
は
、
須
藤
局
長
か
ら

「
今
般
の
協
定
締
結
を
契
機
と
し
て
、
ニ

ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策
に
係
る
具
体
の
成
果

を
上
げ
る
と
と
も
に
、
森
林
総
合
研
究
所

と
国
有
林
が
よ
り
多
く
の
接
点
を
持
ち
な

が
ら
、
取
組
を
拡
大
し
、
そ
の
成
果
が
民

有
林
関
係
者
へ
も
普
及
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
」
鈴
木
理
事
長
か
ら
「
今
回
の

協
定
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
今
後
、
科
学

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
異
分
野
融
合
・
産
学

官
連
携
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
関
東
森
林
管
理

局
と
の
新
た
な
協
力
の
方
向
性
が
見
い
だ

せ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

〈
森
林
総
研
と
の
意
見
交
換
会
〉

調
印
式
後
、
双
方
か
ら
「
ニ
ホ
ン
ジ
カ

被
害
対
策
の
取
組
状
況
と
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
」
説
明
を
行
い
、
静
岡
森
林
管
理

署
で
の
新
た
な
捕
獲
方
法(

シ
ャ
ー
プ
シ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ)

の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

協
定
に
記
さ
れ
て
い
る
静
岡
森
林
管
理

署
富
士
山
国
有
林
に
お
い
て
モ
デ
ル
的
に

実
施
し
て
い
る
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

〈
シ
ャ
ー
プ
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
取

組
み
〉

静
岡
森
林
管
理
署
で
は
、
地
元
自
治
体

や
有
識
者
等
か
ら
な
る
「
富
士
宮
市
鳥
獣

被
害
対
策
防
止
協
議
会
」
に
参
画
し
、
シ

カ
の
生
息
状
況
の
調
査
や
効
率
的
な
防
護

ネ
ッ
ト
の
設
置
等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
か
ら
は
、
防
護
対
策
に
加
え
、

新
た
な
捕
獲
方
法
と
し
て
、
餌
で
誘
引
し

た
シ
カ
を
一
斉
に
捕
獲
す
る
手
法
（
誘
引

捕
獲
：
シ
ャ
ー
プ
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
に

試
行
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
（
図
１
、

図
２
）

平
成
23
年
度
は
、
19
箇
所
の
給
餌
場
所

を
設
置
し
、
定
期
的
に
シ
カ
が
出
没
す
る

よ
う
学
習
さ
せ
た
後
、
６
日
間
で
73
頭
を

捕
獲
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
24
年
度
に
は
、
12
日
間

に
拡
充
し
て
１
９
９
頭
を
捕
獲
し
ま
し
た
。

ま
た
、
誘
引
捕
獲
に
適
さ
な
い
地
域
に
お

い
て
、
く
く
り
ワ
ナ
等
に
よ
り
３
５
５
頭

を
捕
獲
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
組
の
成
果
は
、
説
明
会
の

開
催
、
哺
乳
類
学
会
等
へ
の
情
報
提
供
を

通
じ
、
地
元
住
民
を
は
じ
め
鳥
獣
行
政
担

当
者
や
研
究
者
等
に
も
広
く
提
供
し
て
い

ま
す
。

〈
今
後
の
課
題
〉

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
富
士
山
地
域

は
静
岡
と
山
梨
の
両
県
に
位
置
し
、

①
広
範
囲
で
あ
る
こ
と
。

②
広
大
な
牧
草
地
・
演
習
場
に
囲
ま
れ
餌

が
豊
富
で
あ
る
こ
と
。

③
シ
カ
の
有
効
利
用
が
で
き
て
い
な
い
こ

と
。

④
全
体
の
捕
獲
圧
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
。

等
１
区
域
だ
け
の
頭
数
調
整
に
は
限
界
が

あ
り
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
関
係
機
関
が

専
門
的
技
術
者
や
猟
友
会
と
一
体
的
か
つ

集
中
的
な
捕
獲
作
戦
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
、
本
協
定
の
成
果
を
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
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持
続
的
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
て

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
「
持
続
的
な

地
域
づ
く
り
」
を
目
標
の
一
つ
に
掲
げ
て

い
ま
す
。

こ
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
域
協
議
会(
以
下
、

地
域
協
議
会)

と
地
域
づ
く
り
Ｗ
Ｇ(
ワ
ー

キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ)

で
す
。

水
源
保
全
活
動
「
ム
タ
コ
の
日
」

地
域
協
議
会
で
は
、
地
域
の
水
源
と
な
っ

て
い
る
ム
タ
コ
沢
流
域
で
「
お
い
し
い
水

と
豊
か
な
森
」
に
支
え
ら
れ
た
地
域
づ
く

り
を
目
標
に
、
身
体
を
使
っ
た
活
動
・
頭

脳
を
使
っ
た
活
動
・
言
葉
を
使
っ
た
活
動

の
３
つ
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

身
体
を
使
っ
た
活
動
で
は
、
地
元
の
林

業
会
社
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
市
民

の
方
と
一
緒
に
、
毎
年
、
カ
ラ
マ
ツ
林
の

手
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
を
通
し
て
水
源
を
守
る
こ
と

の
大
切
さ
や
山
仕
事
の
楽
し
み
、
そ
し
て

大
変
さ
を
実
感
し
て
も
ら
っ
て
き
ま
し
た
。

頭
脳
を
使
っ
た
活
動
で
は
水
を
は
ぐ
く

ん
で
い
る
森
の
仕
組
を
調
べ
学
ん
で
い
ま

す
。森

の
手
入
れ
を
す
る
と
水
源
は
ど
の
よ

う
に
よ
く
な
る
の
か
、
定
期
的
に
森
林
土

壌
の
貯
水
能
力
や
ム
タ
コ
沢
の
水
質
、
濁

り
の
程
度
を
調
べ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
子
供
た
ち
な
ど
を
対
象

に
自
然
観
察
会
を
開
催
し
、
人
工
林
と
ブ

ナ
林
の
土
壌
の
吸
水
能
力
の
違
い
、
ム
タ

コ
沢
の
上
流
と
下
流
の
水
生
昆
虫
の
種
類

の
違
い
な
ど
を
観
察
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。今

後
は
こ
の
よ
う
な
調
査
を
よ
り
科
学

的
な
方
法
に
発
展
さ
せ
、
水
源
地
の
保
全

に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

言
葉
を
使
っ
た
活
動
で
は
「
ム
タ
コ
の

日
」
と
い
う
活
動
自
体
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
広
め
定
着
さ
せ
る
工
夫
を
し
て
き

ま
し
た
。
今
ま
で
の
活
動
を
通
し
て
「
ム

タ
コ
の
日
」
は
徐
々
に
地
域
に
認
知
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
は
「
い
い
こ
と
を

し
て
い
る
」
と
言
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

将
来
的
に
は
「
役
に
立
つ
こ
と
を
し
て

い
る
」
と
言
わ
れ
る
活
動
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

旧
三
国
街
道
マ
ッ
プ
づ
く
り

地
域
づ
く
り
Ｗ
Ｇ
で
は
、
赤
谷
の
森
の

南
西
部
を
通
る
「
旧
三
国
街
道
」
を
理
想

的
な
自
然
観
察
路
と
す
る
た
め
、
様
々
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
街
道
は
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時

代
に
か
け
て
開
か
れ
た
と
言
わ
れ
、
現
在

私
た
ち
が
歩
い
て
い
る
歩
道
は
、
江
戸
時

代
の
慶
長
年
間
に
整
備
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

太
平
洋
側
と
日
本
海
側
の
物
資
の
流
通
、

文
化
の
伝
播
に
貢
献
し
た
重
要
な
街
道
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

こ
の
街
道
に
つ
い
て
、
地
域
づ
く
り
Ｗ

Ｇ
で
は
平
成
20
年
度
に
「
旧
三
国
街
道
フ
ッ

ト
パ
ス
網
計
画
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
歩
道
の
整
備
状
況
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
周
辺
の
野
生
動
物
の
生
息
状

況
や
森
林
植
生
の
調
査
も
行
い
、
そ
れ
ら

を
総
合
的
に
評
価
し
た
上
で
管
理
・
行
動

計
画
を
立
て
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

こ
の
行
動
計
画
の
一
環
と
し
て
、
平
成

23
年
度
か
ら
、
ハ
イ
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
づ
く

り
に
着
手
し
ま
し
た
。

猿
ヶ
京
温
泉
に
宿
泊
さ
れ
た
方
々
に
、

こ
の
地
域
の
温
泉
以
外
の
魅
力
を
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
マ
ッ
プ
で

す
が
、
ま
ず
は
、
地
域
の
観
光
業
に
携
わ

る
方
々
と
旧
街
道
の
魅
力
を
共
有
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

次
に
、
こ
の
魅
力
を
よ
り
深
く
理
解
す

る
た
め
の
現
地
学
習
会
、
そ
し
て
観
光
客

を
対
象
と
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
開
催

と
入
念
に
情
報
や
意
見
の
収
集
を
行
い
、

今
年
４
月
に
「
旧
三
国
街
道
・
三
国
峠
を

歩
こ
う
！
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
是
非
、
こ
の
マ
ッ
プ
を
手
に

旧
三
国
街
道
を
歩
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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福
島
県
の
南
東
部
に
位
置
す
る
古
殿
町

は
町
の
総
面
積
の
約
８
割
（
一
万
三
千
㌶
）

が
森
林
で
概
ね
そ
の
半
分
が
国
有
林
と
な
っ

て
い
ま
す
。

造
林
地
だ
け
で
は
な
く
、
鎌
倉
岳
や
大

風
川
渓
谷
（
震
災
以
降
通
交
止
め
と
し
て

い
ま
す
が
）
、
芝
山
公
園
そ
し
て
越
代
の

サ
ク
ラ
な
ど
町
内
の
主
要
な
観
光
地
は
ほ

と
ん
ど
が
国
有
林
地
内
に
存
在
し
て
い
ま

す
。私

自
身
も
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
国
有

林
に
囲
ま
れ
、
父
親
も
国
有
林
の
職
員
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
小
さ
い
頃
か
ら
国
有
林
の

存
在
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
深
く
関
わ
っ

た
の
は
２
年
間
の
関
東
森
林
管
理
局
へ
の

出
向
と
町
の
林
務
担
当
を
し
た
頃
に
な
り

ま
す
。

出
向
し
て
い
た
頃
は
、
初
め
て
の
職
場

で
見
る
こ
と
聞
く
こ
と
全
て
新
鮮
で
、
非

常
に
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
考
え
て
み
る
と
何
も
知
ら

な
い
町
の
職
員
が
突
然
入
っ
て
来
て
先
輩

方
に
迷
惑
を
か
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

町
に
戻
っ
て
か
ら
は
林
務
担
当
と
し
て

配
属
さ
れ
、
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を

糧
に
仕
事
に
取
り
組
も
う
と
し
た
矢
先
に
、

国
有
林
と
民
有
林
の
違
い
に
面
食
ら
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

森
林
所
有
者
へ
施
業
を
勧
め
よ
う
と
す

る
と
、
全
て
の
民
有
林
が
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、

①

国
土
調
査
が
完
了
し
、
図
面
で
は
境

界
ま
で
確
認
で
き
て
も
現
地
で
確
認
で
き

る
も
の
が
な
い
。

②

森
林
の
施
業
履
歴
・
現
況
情
報
が
管

理
さ
れ
て
い
な
い
。

③

森
林
所
有
者
が
不
明
。

な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
山
が
少
な
か

ら
ず
あ
り
、
せ
っ
か
く
森
林
所
有
者
が
山

の
手
入
れ
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
、

後
ろ
向
き
の
説
明
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
場

合
が
多
々
あ
り
ま
す
。

逆
に
言
え
ば
国
有
林
は
現
地
に
は
杭
や

ペ
ン
キ
で
境
界
が
表
示
さ
れ
、
履
歴
は
蓄

積
さ
れ
現
況
も
台
帳
管
理
さ
れ
ほ
ぼ
現
地

と
合
致
し
て
い
て
山
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

術
を
持
っ
た
職
員
が
国
有
林
に
は
た
く
さ

ん
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
私
か
ら
す

る
と
と
て
も
「
恵
ま
れ
た
山
」
だ
と
感
じ

ま
す
。

国
有
林
で
は
当
た
り
前
に
存
在
し
て
い

る
も
の
が
、
実
は
民
有
林
で
は
時
間
を
か

け
て
崩
れ
か
け
て
い
る
気
が
し
て
お
り
、

個
人
で
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
山
も
あ

り
ま
す
が
、
今
後
は
手
の
付
け
ら
れ
な
い

山
が
増
え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
心
配

し
て
い
ま
す
。

林
業
に
対
し
て
良
い
展
望
が
開
け
て
い

る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も

山
を
管
理
し
て
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
率
先
し
て
そ
れ
を
で
き
る
の

は
国
有
林
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

山
に
行
け
ば
、
民
有
林
も
国
有
林
も
同

じ
木
が
育
っ
て
い
ま
す
。

間
に
挟
ま
れ
て
二
つ
の
山
を
見
て
い
る

と
、
な
ん
と
な
く
異
な
る
事
情
が
見
え
て

き
て
、
民
有
林
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と

今
も
模
索
中
で
す
。
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上君田森林事務所は、茨城県北部の高萩市に位置する

上君田・下君田地区の国有林、約 2,400㌶を管理してい

ます。

海抜 5.9㍍の森林事務所を出発し、 30分程車で走ると

標高 400～ 900㍍の間に国有林が分布しています。管内の

地形は比較的なだらかで林道・作業道等も整備されてお

り、他の森林事務所と比べても歩きやすい所が多いので

はないかと思います。

管内の国有林の特徴は、ほとんどが水源かん養保安林

に指定され地域の水がめとなっているとともに、スギ・

ヒノキを主とする人工林が 9割弱を占め、効率的な木材

生産が可能であることです。

人工林率は非常に高いですが、中には希少種のトキソ

ウ、サギソウ、モウセンゴケ等が自生する湿地もあり、

業務の合間に目を楽しませてくれます。

当事務所管内は昔から林業が盛んに行われてきた地域

であり、以前は 4つの愛林組合（それぞれの地域で森林、

林業の仕事をする組織）が存在し、国有林野事業実行の

一端を担ってくださっていました。

管内には、「愛林記念の森」と名づけられた林齢 105

年生のスギ・ヒノキを主とする展示林及び森林施業モデ

ル林があります。これらの人工林は、明治 32年から大正

10年にかけて実施された国有林野特別経営事業の一貫と

して植林されたものです。

地元愛林組合から「祖先が道もなく、山に寝泊りして

植林し、守り育てた森林の一部を記念として後世に残し

てもらいたい」との要望を受け、国としても育成途上に

ある再造林地や施業の指標として保存しておく必要があ

ることから、末長く保存することとして昭和 54年に設定

されました。

いかに昔から地域との関わりが深かったかということ

をうかがい知ることができます。

管内では、分収造林として 11契約が締結されています

が、中でも近年は企業等と国とが共に森林を造成・育成

する「法人の森林」が増えてきています。

今年も、先日5月18日に植樹イベントが開催されました。

参加者は社員の方々と小さなお子様も含むご家族で、

茨城森林管理署管内のイベントとしても最多のおよそ 30

0人の方々にご参加いただきました。

このように大勢の方に実際に森林に来て活動をしていた

だけることは貴重な機会ですし、植樹の体験から少しでも

森林に興味を持ち、森林について考えるきっかけになれば

と思います。

森林官として着任してからもうすぐ丸 2年になりますが、

右も左もわからない状態から恵まれた環境で現場での仕事

を学んで来ることができました。

現場の仕事は同じ仕事でも現地の状況に応じてより適す

るものを選択して実行するという性格があります。これま

で大切に育てられてきた森林を状況に応じて最も良い状態

にできるように、経験を積んでいきたいと思います。

今年度造林地から

愛林記念の森

トキソウ（左）サギソウ（右上）
モウセンゴケ（右下）

（７）平成２５年７月２５日 関 東 森 林 管 理 局 第１１２号

法人の森林整備活動にて



五頭 (ごず )連峰は、新潟県の阿賀野市、

阿賀町の行政界沿いにまたがって、北は加

治川から南は阿賀野川まで約17㌔㍍にわたっ

て南北に連なっています。

代表的な山岳としては、北から松平 山

(まつだいらやま 953㍍）、五頭山 (ごずさ

ん 912㍍）、菱ヶ岳 (ひしがたけ 973㍍）、

大蛇山 (おおじゃやま 802㍍）、宝珠山 (ほ

うしゅさん 559㍍）がありますが、五頭連

峰の名称は、最高峰ではないものの中央部

に位置する五頭山から命名されたといわれ

ています。

この五頭山については、 809年に、弘法

大師によって開山されたと伝えられ、峰が

５つあることから五頭山と名付けられ、古

くから人々の信仰を集めてきました。

また、毎年５月３日には、５（ごず）３

（さん）にちなんで、五頭連峰の五頭山、

宝珠山において山開きが開催され、五頭山

頂で安全祈願祭が行われます。

国有林は阿賀野市側の表五頭、阿賀町側

の裏五頭に分布しており、それぞれ村杉と

三川の森林事務所が管轄しています。

五頭連峰周辺は、昭和 34年に約６千㌶が

五頭連峰県立自然公園に指定され、山頂か

ら北東側には飯豊連峰（いいでれんぽう）、

二王子岳（にのうじだけ）、西向きには越

後平野や日本海など大パノラマの眺望が楽

しめます。昭和 48年には、 1,850㌶がレクリ

エ－ションの森である五頭自然休養林に指

定され、松平山、五頭山、菱ケ岳に至る登

山道では、ブナなどの天然生林など美しい

自然景観が堪能できます。

また、登山口及び登山コースが多数あり、

年齢、体力、目的により行程が選べるのが

五頭連峰の最大の魅力となって

おり、小学生から高齢者まで幅

広い世代の人が訪れています。

山麓には、いこいの森、県民

の森、少年自然の家などが整備

され手軽にキャンプなど自然体

験ができ、周辺には、温泉、ゴ

ルフ場、釣り堀などのレジャー

施設があるので、ご家族連れで

来ていただきたい「いちおしス

ポット」です。

（下越森林管理署 広報広聴連絡官 高橋 三千年）

新緑の五頭山系

五頭連峰（越後平野から望む）

平成２５年７月２５日 関 東 森 林 管 理 局 第１１２号（８）
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■ 下越森林管理署 http:/ / w w w .rinya .ma ff .go .jp/ kanto/ ka e tu/ inde x .html
〒957-0052 新潟県新発田市大手町4丁目4-15
TEL：0254（22）4146（代表） FAX：0254(22)4148

五頭山（五の峰）にある友情の鐘


